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1は じ め に

近年, トマトの高品質化への要求は高まる一方で,そ れ

に対応した高品質品種が求められている。当場では国内外

から数多くの遺伝資源を収集・保存しているが,こ れらを

高品質育種に得▼てるため,果実特性の評価を行い,主要

な品質構成要素の遺伝変異を検討した。

2試 験 方 法

当場保存の遺伝資源のうち, トマ トの近縁野生種を含む

1,110点を供試 した。1995年 5月 3日 播種 し,16穴連結ポッ

トで育苗後,6月 5日 ,畦 巾190m,株 間40clの 2条植え

で各品種・系統 1個体を定植した。栽培は露地支柱栽培と

し,当場の慣行で管理した。

立毛調査の後,完熟果を収穫 し,秤量後 -40℃で凍結 し

て分析まで保存した。凍結サンプルを自然解凍し,ミ キサー

で摩砕後,濾液について,糖度はアタゴPR-100で ,酸度

とpHは東亜 AUT 301Lで測定した。摩砕 した一部は永

田・ 山下
1)の

方法により,カ ロチノイ ド色素の定量に用い

た。糖度,酸度,pHは 2回 ,カ ロチノイ ド色素は 4回測

定し,平均値を求めた。

3 試験結果及び考察

着果不良や収穫遅れなどにより,若千の欠測値がみられ

たが,大部分の品種・系統 (以下,品種という)で主要な

形質についてほぼ把握することができ

た。個々の品種の具体的データについ

ては既に報告 しているので'),本 報で

は供試全品種内での遺伝変異について

考察した。各品種 1個体のみで反復は

取れなかったが,供試品種数が多いの

で,遺伝変異の概要は十分把握できた

ものと思われた。

表 1に主な形質の品種分布を示した。

心止まり性品種の比率は60%以上を示

し,当場では従来から加工用 トマ トを

中心に育種を進めてきたため,心止ま

り性品種の収集が多くなったものと思

われた。ジョイントレス果柄品種の比率は10%以上あり,

やはり加工用を中心に収集保存されてきことがうかがえた。

このジョイントレス果柄品種の大部分は,心止まり性の品

種であった。果色の分布は赤色果が多く約90%を 占め,次

に多い順から桃色,黄色,緑 ,オ レンジ,自 であった。加

工用が中心のため赤色果の品種が多くなったものと思われ

た。緑色果は近縁野生種の L pο″υjα πι
“

であつた。果

形にはさまざまなものが見られたが,偏球の品種が46%,

正球が27%,腰高球10%等の順であった。平均果重の分布

範囲は最小 lgか ら最大341gま でで,平均値は94gで あつ

た。80%以上の品種は150g以下で,50gか ら100gま での

ものが36%で最も多かった。200gを越えるものは 5%程

度であったが,すべて偏球のものであった。また,縦長の

ものはほとんどが1∞ g以下であった。

果汁糖度の分布範囲は最小25%か ら最大98%ま でで
,

平均値は44%であつた。日本の生食用品種は55%以上を

示した。大半の品種は5%以下で,特に加工用では低い傾

向がみられた。果汁酸度の分布範囲は最小0114%か ら最

大1422%ま でで,平均値は0357%で あった。酸度は糖度

よりも幅広い変異を示し,最小値と最大値では10倍以上の

開きがみられた。現在の生食用品種はほとんどが04%前

後であった。果汁 pHの分布範囲は最小392か ら最大556

までで,平均値は458であった。pH 5を 越えるものはわ

ずかであった。

カロチノイド色素含量の分布を表 2に示した。果肉中の

球
臨
岬
制
か
隔
師
ピ・マン囃
制

鰤

田

Ｂ

Ｈ

９

１

”

“

晰

“

Ю

３‐

桃

黄

緑

橙

白

４

観

なし

あり

41

鰯

217

28

6

4

1

1

鰤

Dl

132

25

10

1

1

0

1280- １

駆

ｍ

‐３

１

ｍ

“

ｍ

“

ｍ

95 -1∞
-lm

―

"0-250

-3Ю

-3m

剛
四

似
θ

８
２

一０

刊

一０

一１

一１

一‐

一‐
-10

-11

表 1 主要形質の頻度分布 (数字は品種数)
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表 2 カロチノイド色素含量の頻度分布 (品種数)

0    0  0  1  2  1  0   4   0    0  0  0  0  
♀  :  メ  

ど無相関なのが糖度
10    24   7   6  16   0   8   61    5     7   0   0  12

各形質問の相関係数を表3に示した。

相関の高い形質は,糖度と酸度,酸度

とpH,pHと リコピン.リ コピンと

βカロチンなどであった。逆にはとん

とリコピン,酸度

40   235  25   0   0   0   0  260   20    76   4   3   0   1   1   ::  :よ

:7:繁 ::IIIこ盤50   128   2   0   0   0   0  130   25    12   2   1   0

60    64   2   0   0   0   0   66   30     5   0   0   0

70    19   0   0   0   0   0   19   35     3   0   1   0   0   0    4  ではなかった。

111   1  1  1  1  1  1  1  11   1  1  1  1  1  1  1 関i::ilili111:li:iに ::|:

計 912 80 8 18 1 81027 計  912 80 8 18 1 81027 度のものを育成することの困難さを予

想させたが,大果でも,日本の生食用

20 150 21 0 0 0 0 171 10 452 52 1 5 0 0 510 とβカロチン,pHと βカロチンであっ

30 283 23 1 0 0 0 307 15 357 22 0 1 0 0 380 た。相関が高い形質問でも個々には例

に形質の向上を図

と断言できるはど

2 糖度
3 酸度
4 pH
5 リコピン

6 βカロチン

05267・ '' -01473・ … -00428
-07077・ … -03035'・・

04124・・・

-02603''' 94g
01979'''  449`
00552     0357'`

-00062     458
03907"・ 30 0μ gノ/g

10 5μ g/g

品種のようにある程

度の高糖度が得られ

ていることから,改

良次第では,中果で

はさらに高糖度のも

のが得られる可能性

が示唆された。

酸度と糖度の相関

表3 各形質問の相関係数

0                100               2oo               000               400

果重 (8)

図 1 糖度と果重の分布

リコピン含量の分布範囲は剥 Ю Oμ g/gか ら最大802μ

g/gま でで,平均値は30 0μ g/gであった。 日本の生

食用品種は平均値よりやや低く,20～ 30μ g/gで あった。

果色との関係で見ると白色,緑色,黄色果ではリコピン含

量が極端に少なく,高いものはほとんどが赤色果であった。

果肉中のβカロチン含量は,最小18μ g/gか ら最大481

μg/gま でで,平均値は10 5μ g/gであった。 日本の

生食用品種はリコピンの場合と同様に,平均値よりやや低

く,5～ 10 μ g/gで あった。果色との関係ではオレンジ

色のものに高いものが認められた。

は高く,糖度とともに酸度も高めることは比較的容易と考

えられ,好適な糖酸比の維持の上からは,こ のことは育種

上むしろ好都合といえる。pHと 酸度は極めて相関が高く,

加工用 トマトで pHを下げるためには,酸度を上げること

が不可欠と考えられた。

カロチノイ ド色素については,最近の研究でリコピンの

抗酸化能などの機能性が注目されており,β カロチンのみ

より,両方を含むものの方が総量で向上しやすいので, リ

コピン,β カロチンの両方を含む赤色果品種で高カロチノ

イ ド含有をねらう方が栄養価及び色感の双方から好ましい

と考えられた。

4ま と め

トマト遺伝資源の果実特性には大きな変異が認められ
,

これらを利用した育種で,品質の向上はまだ十分に期待で

きるものと思われた。
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